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空中物理探査の防災調査への活用事例－跡津川断層調査

The application of the airborne survey for disaster prevention - A case study of geological
survey for the Atotsugawa fault.
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空中物理探査は、空中から広域を地下情報を短時間に調査できる調査方法である。人が調査地内に立ち入らないで調
査できるため、山間地や危険地帯でも調査することが出来る。また、空中物理探査は三次元的なデータを取得できる特
徴がある。
空中物理探査を地震災害、斜面災害、火山災害などの災害調査に活用するすることにより、自然災害に対する防災情

報の基礎データとして活用することが出来る。本発表では、防災調査の実施事例として、跡津川断層で実施した調査事
例を報告する。


